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〈
新
年
度
に
も
万
っ
　
て
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
知
南
組
　
組
長
　
　
杉
田
　
英
明

　
御
本
山
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
隣
接
地
を
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
私

達
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
尚
、
そ
の
こ
と
を
一
層
の
宗
門

発
展
の
契
機
と
す
る
か
の
様
に
、
五
年
後
の
展
望
の
下
、
昭
和
六
十
六
年
に

向
け
「
四
百
年
記
念
事
業
総
合
計
画
」
が
樹
立
せ
ら
れ
て
、
こ
こ
に
新
年
度

を
迎
え
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
亦
、
宗
門
の
人
材
養
成
の
た
め
の
最
高
機
関
で
も
あ
る
龍
谷
大
学
に
お
い

て
も
、
数
年
後
に
は
三
百
五
十
年
を
迎
え
る
こ
と
と
て
、
滋
賀
県
大
津
市
に

理
工
学
部
等
新
学
部
増
設
と
い
う
大
き
な
記
念
事
業
に
踏
み
切
り
、
宗
門
も

三
十
億
の
助
成
を
決
め
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
事
柄
で
、
将
来
に
向
か
っ
て
一
層
飛
躍
し
よ
う
と
す
る
私
達
宗

門
の
姿
の
一
端
が
、
具
体
的
に
偲
ば
れ
て
誠
に
喜
ば
し
い
か
ぎ
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
も
御
同
様
か
と
存
じ
ま
す
。

　
そ
れ
に
つ
け
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
記
念
事
業
計
測
を
完
遂
い
た
し
ま
す
こ

と
は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
大
変
な
こ
と
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
申
す
ま

で
も
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
私
達
も
、
賦
課
懇
志
目
標
額
の
達

成
に
、
一
層
の
努
力
を
期
し
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
年
度
に
あ
た
り
先
ず
念
願
を
記
し
、
前
年
度
中
色
々
御
世
話
に
な
り
ま

し
た
御
礼
を
申
し
上
げ
つ
つ
、
今
年
度
も
共
に
、
御
同
朋
御
同
行
の
あ
ゆ
み

を
基
幹
運
動
推
進
と
い
う
名
の
下
に
精
進
・
努
力
い
た
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

- －
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づ
杉
田
英
隆
師
を
し
の
ん
で
」
　
西
願
寺
住
職
　
　
西
川
　
宗
一

　
今
年
一
月
八
日
、
杉
田
英
隆
老
師
が
御
往
生
な
さ
れ
た
。
九
十
五
才

で
あ
っ
た
。
宗
門
の
功
労
者
で
あ
り
、
多
年
の
御
活
躍
と
あ
い
ま
っ
て

広
く
の
人
々
に
借
し
ま
れ
て
の
御
最
後
で
あ
っ
た
。

　
老
師
は
、
評
す
れ
ば
純
粋
の
方
で
あ
っ
た
。
大
正
の
な
か
ば
、
単
身

一
八
菱
美
唄
の
炭
山
へ
開
放
の
た
め
に
飛
び
込
ま
れ
て
、
や
が
て
常
光
寺

を
創
建
、
三
菱
美
唄
の
閉
山
が
現
実
と
な
る
と
、
敢
然
、
東
明
臥
牛
山

に
重
明
会
館
を
壮
麗
に
出
現
さ
せ
、
そ
の
勢
い
や
、
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

を
知
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
創
価
学
会
の
折
伏
に
は
一
歩
も
ゆ
ず
ら
ず
、
宗
門
の
会
合
で

は
圧
鎬
を
か
か
げ
、
孤
高
を
お
そ
れ
ず
ひ
た
む
き
に
主
張
さ
れ
た
。
つ

ね
に
純
粋
な
生
き
か
た
を
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
ま
た
、
壮
年
に
し
て
奥
様
と
死
別
さ
れ
た
時
に
、
あ
え
て
困

「
樋
浦
一
道
師
の
死
を
悼
む
」

正
教
寺
住
職
　
　
永
岡
　
龍
憲

　
三
月
二
十
二
日
午
前
八
時
頃
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。
「
上
砂
川
で
す
。

今
朝
午
前
六
時
四
十
五
分
住
職
が
亡
く
な
り
ま
し
た
：
‐
１
．
」
一
瞬
絶
句
し

た
。
そ
し
て
故
人
の
面
影
が
走
馬
燈
の
様
に
脳
裏
を
駆
け
巡
っ
た
。
か
ね
て

よ
り
今
日
の
あ
る
事
を
知
ら
さ
れ
て
お
っ
た
と
は
い
え
今
更
乍
ら
冷
酷
な
事

実
の
前
に
涙
し
た
。

　
早
速
弔
問
に
参
上
。
白
布
に
敞
わ
れ
た
故
人
の
や
せ
細
っ
た
肉
体
に
「
長

年
御
苦
労
さ
ん
で
し
た
。
」
と
満
感
の
想
い
を
こ
め
て
小
経
を
誦
し
た
。
た

っ
た
半
年
の
間
、
而
も
二
度
と
大
地
を
踏
み
し
め
る
事
も
な
く
逝
か
れ
た
住

職
。
そ
の
間
再
起
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
故
人
の
姿
を
見
る
に
つ
け
て
幾

度
か
涙
し
た
事
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
辛
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
ど
う
に
も
な
ら
な
い
現
実
の
中
で
、
「
名
残
り
お
し
く
候
え
ど
も
Ｉ
：
‐
：
」

　
そ
水
力
ま
た
、
付
与
に
し
て
梗
材
と
列
坦
さ
れ
た
時
に
、
あ
え
て
困
こ
と
の
聖
人
の
御
持
言
を
載
し
て
浄
土
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
事
で
し
ょ
う
。

難
な
独
身
を
お
し
と
お
す
道
を
選
ば
せ
、
お
子
様
方
を
養
育
さ
れ
、
し
Ｉ
　
想
え
ば
長
い
お
つ
き
合
い
で
し
た
。
七
百
同
大
遠
忌
後
相
導
師
の
約
を
結

か
も
、
常
光
寺
の
運
営
と
両
立
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
て
の
親
し
い
交
わ
り
、
教
絢
師
と
し
て
の
十
年
来
の
お

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
お
子
様
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
合
い
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
豪
快
な
性
格
、

た
ち
へ
の
愛
情
が
秘
め
ら
れ
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
呑
む
程
に
酔
う
程
に
出
て
く
る
ド
ン
ド
ン
節
（
晩
年
は
プ

う
し
た
多
忙
な
な
か
か
ら
、
副
組
長
の
要
職
を
つ
と
め
ら
れ
、
緻
密
な

頭
脳
と
綿
密
な
行
動
で
よ
く
組
長
を
た
す
け
、
次
期
組
長
の
期
待
が
高

か
っ
た
が
、
こ
の
組
長
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
今
、
御
子
息
英
明
師
が

組
長
を
つ
と
め
て
い
ら
れ
る
の
も
不
思
議
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
で
あ
る
。

？
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近
年
、
さ
す
が
に
衰
え
が

目
立
つ
老
師
に
、
お
子
様
方

が
そ
れ
ぞ
れ
に
孝
行
を
つ
く

さ
れ
た
。
当
然
と
い
え
ば
当

然
な
が
ら
ま
た
出
来
が
た
い

こ
と
で
あ
る
。
御
人
徳
が
し

の
ば
れ
て
あ
り
か
た
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
　
　
　
合
　
掌

ッ
ツ
リ
と
止
め
ら
れ
た
。
）
は
忘
れ
得
ぬ
面
影
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
事
な
人

で
あ
っ
た
。
立
派
な
住
職
で
あ
っ
た
。
そ
の
功

績
は
葬
儀
の
席
で
立
派
に
証
明
さ
れ
た
。
多
勢

の
門
信
徒
、
各
界
の
名
士
の
弔
辞
の
中
に
さ
も

あ
り
な
ん
と
恋
慕
俤
泣
し
き
り
で
あ
っ
た
。
今

二
度
と
温
容
に
接
す
る
事
の
出
来
な
い
悲
し
い

現
実
の
中
で
、
故
人
の
残
さ
れ
た
足
跡
を
静
か

に
想
い
起
し
、
遺
族
と
共
々
に
報
恩
の
大
行
に

い
そ
し
ま
ん
事
を
約
し
追
悼
の
し
る
し
と
致
し

－

‘
・
Ｉ

ま
す
。
最
後
に
故
人
の
好
き
で
あ
っ
た
句
、
「
花
び
ら
は
散
っ
て
も
花
は
死

な
な
い
　
人
は
逝
っ
て
も
追
憶
は
消
え
な
い
　
面
影
は
去
ら
な
い
」

　
消
え
ぬ
思
い
出
、
去
ら
な
い
面
影
を
し
の
び
つ
つ
　
　
南
無
阿
弥
陀
仏

２　一一一 一
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以
邨
と
し
お
４
に
来
ま
ま
」
　
（
パ
ー
ト
２
）

　
空
南
の
若
院
さ
ん
は
皆
さ
ん
急
ぎ
す
ぎ
？
　
自
動
車
免
許
証
と
い
い

右
め
で
た
続
き
は
、
南
幌
町
∴
り
華
寺
の
若
さ
ん
で
す
。
こ
の
度
、
江

別
の
瀧
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
歴
史
あ
る
旧
家
の
右
嬢
さ
ま
こ
と
、
高
橋
結

香
さ
ん
（
2
2
才
）
と
め
で
た
く
ご
結
婚
と
な
り
ま
し
た
。
出
会
い
は
右

示
で
、
き
っ
か
け
は
蓮
如
Ｌ
人
ま
っ
さ
右
の
若
さ
ん
の
レ
タ
ー
作
戦
。

プ
ロ
ポ
ー
ズ
は
？
右
Ｉ
っ
と
、
銀
世
界
の
富
良
野
ス
キ
ー
場
で
「
ス
キ

だ
よ
よ
ぺ
し
ゃ
れ
て
る
場
合
で
な
い
。
あ
ま
り
の
幸
せ
で
「
最
近
顔

が
の
び
た
」
と
両
氏
を
知
る
人
は
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

―
－
－
－
・
－

　
］
ｔ
目
少
年
部
一

　
○
日
曜
学
校
・
寺
院
子
弟
合
同

研
修
会
が
三
月
二
十
九
日
「
思
い

や
り
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
ね
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
志
文
町
・

静
雲
ヤ
に
て
、
一
二
〇
名
の
参
加

者
で
し
た
。
ま
た
、
子
供
達
か
ら

集
め
ら
れ
た
タ
オ
ル
百
数
十
本
は

　
『
縁
成
園
こ
ぶ
し
荘
』
に
子
供
の

卜
に
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
婦
人
部
）

　
○
仏
姉
達
協
研
修
会
が
西
本
寺

に
て
ヱ
ハ
○
名
の
参
加
者
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
青
木

円
成
師
。

　
○
寺
族
婦
人
会
臨
時
総
会
が
西

本
寺
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
仏
姉
達
協
総
会
、
四
月
二
十

五
日
に
西
本
寺
に
て
開
催
。

一
　
、
　
　
。
’
～
　
　
　
９
１
ｊ
ｌ
ｌ
’
Ｓ
＼
。
？
／
ｉ
～
Ｉ
Ｉ
Ｊ

一
協
定
期
総
会
が
三
月
二
十
八
日
に

一

｛
門
信
徒
部
一

　
○
仏
社
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が

十
一
月
ニ
ト
ニ
～
二
十
三
日
に
岩

見
沢
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

組
よ
り
は
四
七
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
同
じ
く
空
南
組
仏
社
達

三
川
・
鶏
林
寺
に
て
開
催
。

新
会
長
に
光
明
寺
・
佐
々
木
忠
正

さ
ん
が
就
任
。

　
○
空
南
組
総
代
会
総
会
・
研
修

会
が
÷
二
月
六
日
、
美
唄
・
正
教

寺
に
て
十
八
ケ
寺
四
〇
名
の
参
加

者
に
て
開
催
。
講
師
は
竹
中
徳
成

師
。

　
（
僧
侶
卵
）

　
○
空
南
会
研
修
会
が
乍
二
月
二

十
一
～
ニ
ト
三
日
に
開
催
。
同
総

会
が
四
月
十
四
日
に
開
か
れ
る
。

　
（
連
研
部
）

　
○
連
研
も
五
回
を
か
ぞ
え
、
四
月

十
一
日
に
は
第
一
回
目
の
補
修
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
｛
同
朋
卵
一

　
○
二
月
一
一
十
六
日
に
講
師
に
殿
平

善
彦
師
を
迎
え
、
「
差
別
と
同
和
」

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
二
十
五

名
の
参
加
者
で
し
た
。

　
（
総
会
・
基
推
委
）

　
○
定
期
組
合
が
四
月
十
八
日
、
於

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
○
四
月
二
十
四
日
、
基
推
委
が
岩

見
沢
・
光
明
寺
に
て
開
催
。

恐
祖
宣
ぷ
守
ニ
ふ
れ
あ
ド
ノ

レ
レ
十
テ
レ
ホ
ダ
サ
ー
寸
ど
ズ
ソ
　
一

葉
二
百
汀
ぶ
ぷ
Ｔ
）
二
十
二
白
土

２
一
１
声
卜
０
３
３
ｊ
３
．

】
〈
度
は
水
石
ダ
ず
ヤ
ル
ペ

¬

　
「
わ
λ
昆
し
お
仰
随
球
に
市
不
ふ
ぞ
？
で
ノ
」

　
（
パ
ー
ト
３
）

　
あ
の
電
撃
的
な
（
関
係
者
の
み
ぞ
知
る
、
実
は
人
形
劇
の
人
形
を
使

っ
て
の
）
婚
約
発
表
よ
り
約
半
年
、
美
唄
・
正
教
寺
の
若
院
様
が
ご
結

婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
き
御
縁
の
お
相
手
は
、
恵
庭
市

本
警
寺
の
野
口
警
世
さ
ん
（
チ
ー
ち
ゃ
ん
・
2
3
才
）
で
、
今
年
の
三
月

ま
で
島
松
幼
稚
園
で
先
生
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
若
さ
ん
曰
く
「
何
事

も
最
初
が
肝
心
、
バ
シ
バ
シ
い
き
ま
す
。
」
と
い
き
な
り
関
白
宣
言
。

と
こ
ろ
が
チ
ー
ち
ゃ
ん
「
わ
た
し
、
子
供
の
相
手
す
る
の
上
手
な
の
よ

。
」
さ
て
ど
う
な
り
ま
す
や
ら
。
ま
ず
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

３　--
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沖
縄
史
跡
の
旅
」

　
南
空
知
の
寺
院
八
ケ
寺
（
報
恩

寺
―
咀
専
寺
・
警
報
寺
・
静
雲
寺

・
力
行
寺
・
光
明
寺
・
賢
威
寺
・

仏
派
大
願
寺
）
総
勢
て
二
五
名
の

参
加
に
て
三
月
二
日
よ
り
六
日
ま

で
四
泊
五
目
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
旅
行
目
よ
り
に
恵
ま
れ
ま
ず
ご

本
山
へ
。
国
宝
・
飛
雲
間
等
を
拝

白
ヨ
づ
観
し
て
翌
日
の
お
晨
朝
に

が
一
言
前
門
さ
ま
よ
り
お
か
み

匹
匹
そ
り
を
う
け
ま
た
。
三
日

一
生
一
三
目
は
大
阪
よ
り
空
路
沖
縄

三
回
三
那
覇
空
港
へ
飛
び
ヽ
南
国

八
づ
の
日
差
し
に
北
国
の
参
加

針
号
老
は
と
け
そ
う
で
し
た
・

⑤
早
速
「
ひ
め
ゆ
り
の
塔

圭
三
二
北
霊
の
碑
」
で
は
戦
没

古
老
追
悼
会
を
し
、
念
仏
者

　
　
・
　
と
し
て
の
平
和
の
誓
い
を

新
た
に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
四
目
口
は
珊

瑚
礁
の
海
と
肖

空
の
ド
終
日
観

は
伊
勢

料
理
に

お
な
か
も
エ
ビ
ス
顔
、
翌
日
お
上

がっ
家ぱ
い
を
持
っ
て
全
員
元
気

へ
到
着
し
ま
し
た
。

- -

- - - - - - - －

◇
５
月
６
目

　
　
寺
族
婦
人
会
定
期
総
会

◇
５
月
1
7
目

　
　
北
ブ
ロ
ッ
ク
仏
婦
人
会

◇
６
月
1
8
目

　
　
南
ブ
ロ
″
ク
仏
婦
大
会

　
　
於
本
覚
寺

◇
６
月
2
0
目

　
　
中
ブ
ロ
″
ク
仏
婦
人
会

◇
７
月
４
目

　
　
仏
青
研
修
会
於
サ
ン
プ
ラ
ザ

◇
９
月
下
旬

　
　
寺
族
婦
人
会
三
〇
周
年
記
念

　
　
行
事

☆
昨
年
乍
月
三
ト
ー
日
、
正
瀧
寺

久
保
田
一
真
さ
ま
が
ご
本
山
に
て

住
職
補
任
式
を
受
け
ら
れ
、
ご
住

職
の
任
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

☆
三
笠
こ
告
照
寺
の
林
寺
正
俊
く

ん
（
高
一
）
が
三
笠
市
子
供
会
連

絡
協
議
会
よ
り
「
善
行
賞
」
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

☆
角
田
・
教
覚
寺
さ
ま
に
第
三
子

誕
生
。
教
仁
さ
ま
と
命
名
。

［
恚
寸
時
図
強
碩
入
R
j
］

内
懐
山

芯
四
‥
［
士
乎
＋
｛
寸

○
開
基
：
‐
明
治
二
十
七
年
九
月
、
仮

　
説
教
所
設
立
。
同
二
十
八
年
二
月

　
奈
井
江
説
教
所
認
可
。
同
年
四
月

　
説
教
所
本
堂
・
庫
裡
落
成
に
続
き

　
五
月
一
日
に
本
堂
落
成
並
び
に
人

　
仏
座
讃
法
要
を
勤
修
。

○
寺
号
公
称
・
：
明
治
三
十
一
年
一
月

　
十
八
日
に
認
可

○
開
基
・
亀
山
正
法
、
二
世
・
野
上

　
鳳
軒
、
三
世
こ
跡
堂
西
浄
、
四
世

　
・
藤
堂
西
涯

○
明
治
四
十
三
年
三
月
六
日
本
堂
・

　
庫
裡
が
全
焼
、
大
正
二
年
二
月
に

　
新
本
堂
完
成
、
同
年
秋
に
は
仏
教

　
青
年
会
を
結
成
。

　
大
正
三
年
四
月
十
八
日
仏
教
婦
人

　
会
結
成
、
同
十
二
年
１
月
七
日
日

　
曜
学
校
開
校
。
昭
和
八
年
五
月
に

　
は
季
節
託
児
所
開
設
。

ｉ☆
光
明
寺
若
院
さ
ま
東
海
大
同
バ
レ

ー
部
に
て
全
国
優
勝
。

☆
報
恩
寺
副
住
職
責
弥
さ
ん
、
伝
道

院
住
職
課
程
を
受
講
に
出
発
。

細
細
巷
未
一
拡
玖
引
ぬ
Ｉ

　
と
い
う
こ
と
で
、
巷
で
は
創
刊
号

で
廃
刊
か
と
の
噂
も
あ
っ
た
組
報
で

す
が
（
な
か
っ
た
か
ナ
？
）
、
無
事

二
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
締
切
間
際
、
証
法
寺
御
住
職
の

突
然
の
訃
報
の
た
め
記
事
を
差
し
替

え
る
こ
と
と
な
り
、
原
稿
執
筆
を
お

願
い
し
て
い
た
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
さ
て
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
広
報

部
員
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
創
刊
号
の

自
動
車
免
許
証
事
件
に
引
き
続
き
、

第
二
号
で
も
結
婚
話
で
紙
面
を
に
ぎ

わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
次
号
で
二

世
誕
生
な
ど
ど
い
う
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
：
‐
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｋ
）

組
報
に
関
す
る
御
意
見
・
御
希

望
等
は
組
長
事
務
所
ま
た
は
広

報
委
員
ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。

組
報
名
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

- =
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